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３－１ 基本理念

「住宅都市としての質の向上・成熟化」を目指す上でのまちづくり概念として、次の

基本理念を掲げます。

■ 基本理念

より安心、より快適なまちづくり

― みどり豊かな和光らしさを求めて

《基本理念の視点》

「より安心」「より快適」をまちづくりのキーワードとして捉え、住宅都市とし

ての成熟化を目指します。

① 「より安心」なまちづくり

「安心（＝安全性）」は、都市を形成する上で最も基礎的な指標目標であり、住

宅都市として成熟化を目指すべき本市において、まず何より優先しなければならな

いまちづくりの課題といえます。

災害等に対する安全性はもとより、今日においては、生命の健全性を維持する上

での自然環境との共生をするなかで、すべての市民が安全かつ便利な生活が送れる

まちづくりを図っていく必要があります。

② 「より快適」なまちづくり

社会の成熟化が進むにつれ、人々の価値観は、「物」から「心」へと移行しつつ

あり、都市は人々にただ住まいの場を提供するだけでなく、より充実した生活が享

受できる場として様々な機能や魅力を備えていく必要があります。

その基本的な目標は「快適性（快適な生活）」の実現にあるといえ、潤いのある

都市環境の形成、余暇時間の多様な活動に応えるレクリエーションや文化施設など

の充実、利便性の高い生活を支える商業や公益施設の充実を図っていく必要があり

ます。

３ 都市像の確立
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３－２ 将来都市像

和光市の特性である都心との近接性を生かし、「より安心」「より快適」を追求したま

ちづくりを進める上での目標として、次の将来都市像を掲げます。

■ 将来都市像

心和み、光輝くまち

ホームタウン 和光

■ ホームタウンの概念

ベッドタウンを超えて、市民の生活全体を包み込む“ホームタウン”として

「より安心」「より快適」を実現するまちとして、次のような和光市の将来イ

メージを表しています。

■ 基本要件

● 「より安心」なまちづくり

○ 防 災 ：災害に強い都市基盤の形成

○ 環 境 ：環境負荷の少ないまちづくりの推進

○ 福 祉 ：だれにもやさしいまちづくりの推進

● 「より快適」なまちづくり

○ 都市基盤 ：良好な生活環境を支える都市基盤の整備

○ 水と緑の ：緑の拠点やネットワーク化による、潤いある都市環境の形成

ﾈｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ

○ 景観形成 ：地域性を活かした個性ある都市景観の形成

○ 都市機能 ：活力ある暮らしを創出する都市機能の充実
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３－３ 都市の基本構造

「より安心」「より快適」な暮らしを支えるものとして、次の基本的な都市構造によ

り、まちを構成します。

（１）基本的なゾーンの構成

● 中心ゾーン

和光市駅周辺の商業地を核として、生活の拠点となる多様な機能が集積し、都

市的な魅力を備えたまちの中心ゾーンの形成を図ります。

● 住宅ゾーン

中心ゾーンを取り囲むように、各地区の特性に配慮した良好な環境の住宅地を

配置し、利便かつ快適な暮らしの場の形成を図ります。

● 荒川・農地ゾーン

荒川沿いの農地は、都市の中のオープンスペースとして積極的に保全し、都市

農業の展開により市民農園や農業体験などを通した市民の憩いの場としての活

用を図ります。

（２）基幹的な軸の構成

● シンボル軸

中心ゾーンを貫く駅前通りは、まちの顔となる景観を展開し、まちの中枢的施

設を結ぶシンボル軸の形成を図ります。

● 生活軸

住宅地を連携し、主な生活利便施設を結ぶ生活道路のネットワークを形成し、

市民生活を支える安全で快適な暮らしの軸の展開を図ります。
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■都市基本構造図
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３－４ 都市フレームの設定

（１）将来人口フレーム

本市の人口の推移は、依然、増加傾向を維持しています。

コーホート要因法(※１)に基づく本市の将来人口の推計値は次のとおりであり、同

推計値を本計画における計画フレームとします。

将来人口フレームの推計値は、第四次和光市総合振興計画（平成 23 年 3月策定）

に準じています。

■将来人口フレーム

(※1)コーホート要因法：現在、最も一般的に用いられる将来人口の推計方法。年齢階層別の人口に、社会

移動率、出生率、生残率を設定し、将来人口の増減を推計する。厚生労働省の都

道府県別人口推計等に用いられている。

年 度
平成 12年

（実績値）

平成 17年

（実績値）

平成 22年

（実績値）

平成 27年

（推計値）

平成 32年

（推計値）

人 口

（人）
70,200 76,700 80,700 84,400 89,300


